
取扱説明書



はじめに

- i -

このたびは、 本製品をお買い上げいただき、 ま こ とにあ りがと う ございます。
ご使用の前に、 本書をよ く お読みにな り、 正し く 安全にお使い く だ さい。

はじめに
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本書では、 警告 ・ 注意を促す内容や禁止の行為に記号を用いています。 その表示と意味は次のとおり です。
内容をよ く 理解し てから本文をお読み く だ さい。

安全にお使いいただ く ために

警告 誤った取扱いによ り、 死亡や重傷などの重大な事故に結び付 く 可能性が大き
いもの。

注意 誤った取扱いによ り、 傷害を負う可能性、 または物的傷害の可能性がある も
の。 状況によ っては重大な結果に結び付 く 可能性がある もの。

禁止 取扱いにおいて、 禁止と なる行為。

強制 取扱いにおいて、 遵守し なければならない行為。

製品取り扱い上の警告 ・ 注意

警告
走行中に作業を し ないで く だ さい。

事故にな る危険があ り ます。

発熱、 発火、 破裂または感電の原因と な り ますので、 以下のこ と を必ず守って く だ さい。

-本製品を分解、 改造し ないで く だ さい。

-本製品の定格電圧を超える電源に接続し ないで く だ さい。

-プローブなどを、 定格を超える電圧部分に接続し ないで く だ さい。

注意
＜作業環境＞

水がかかるよ う な場所で作業し ないで く だ さい。

作業を実施する前に、 車輪に輪止めを し て動かないよ う にし て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

車両の下などの目に見えに く い場所で作業する場合、 必ずキースイ ッ チを OFF にし、 車両が絶
対に動かないよ う にし て く だ さい。

事故を引き起こす恐れがあ り ます。

エンジンルーム周辺で作業する場合、 エンジンなどの高温部に注意し て作業し て く だ さい。

高温部に触れる とやけどの原因と な り ます。
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注意
エンジンの回転中は、 本製品のケーブルなどをエンジンルームの上を通し て作業し ないで く だ
さい。

ベル ト やプー リ ーによ り 、 ケーブル ・ 衣類などが巻き込まれ、 事故を引き起こす恐れがあ り ま
す。

極端に埃っぽい環境で使用し ないで く だ さい。

温度が低い場所では、 LCD の反応が遅 く なる こ とがあ り ます。 （LCD 付きモデル）

この現象は LCD の特性によ る もので、 故障ではあ り ません。

＜使用前の確認＞

本製品を使用する前に、 異物の付着やコネク タ ピンの破損がないか点検し て く だ さい。

データ リ ン クケーブルを本製品および車両側の診断コネク タへ接続する前に、 各コネク タに異
物の付着やコネク タ ピンの破損がないか確認し て く だ さい。

SD メ モ リーカー ド を使用する前に、 SD メ モ リーカー ド スロ ッ ト に異物が入り込んでいないか、
または異物が SD メ モ リーカー ドの接触面 （コ ン タ ク ト エ リ ア） に付着し ていないか点検し て く
だ さい。

＜製品、 機器の取り扱い＞

本製品を落と し た り強い衝撃を与えた り し ないで く だ さい。

データ リ ン クケーブルを本製品および車両側の診断コネク タへ接続する場合、 または取り外す
場合は、 コネク タの向きに注意し、 ま っすぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続し よ う と し た り 、 傾いた状態で差し込んだ場合、 または傾いた状態で引き抜
いた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 車両や本製品に異常を引き起こす原因と な る恐れがあ り
ます。

USB ケーブルを本製品およびパソ コ ンへ接続する場合、 または取り外す場合は、 コネク タの向
きに注意し、 ま っすぐ静かに接続し て く だ さい。

誤った向きで接続し よ う と し た り 、 傾いた状態で差し込んだ場合、 または傾いた状態で引き抜
いた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 パソ コ ンや本製品に異常を引き起こす原因と な る恐れが
あ り ます。

データ リ ン クケーブルや USB ケーブルのコネク タ を引き抜 く 際は、 コー ドの部分ではな く 、 必
ずコネク タの部分を持って引き抜いて く だ さい。

コード の部分を持って引き抜いた場合、 ケーブルが断線する恐れがあ り ます。

本製品に接続し たケーブルで本製品を持ち上げた り、 引っ張った り し ないで く だ さい。 移動や
設置の際は本製品を持って移動し て く だ さい。

本製品に接続し ている コネク タに荷重をかけないで く だ さい。

荷重をかけた場合、 コネ ク タの端子が破損し、 車両やパソ コ ン、 本製品に異常を引き起こす原
因と な る恐れがあ り ます。

本製品の SD メ モ リーカー ド スロ ッ ト に SD メ モ リーカー ド以外のものを入れないで く だ さい。

SD メ モ リーカー ド イ ンジケータが点滅し ている と きに本製品の電源を OFF し た り、 SD メ モ
リーカー ド を抜いた り し ないで く だ さい。

SD メ モ リ ーカード の故障やデータ消失の原因と な り ます。

本製品の電源が ON の状態で SD メ モ リーカー ド を抜き差し し ないで く だ さい。
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注意
＜使用制限＞

本製品専用のデータ リ ン クケーブル以外は使用し ないで く だ さい。

本製品を USB 電源 （バスパワー） のみで起動する場合は、 パソ コ ンの設定を低消費電力やサス
ペン ド モー ド にならないよ う にし て く だ さい。

本製品を接続する USB ポー ト には、 電流容量 500mA の電流供給能力が必要です。

本製品とパソ コ ン との接続には、 パソ コ ンの USB ポー ト に直接接続するか、 十分な電流を供給
可能な USB ハブを介し て接続し て く だ さい。

USB ハブの種類によ っては、 電源供給が不足し、 正常に動作し ない場合があ り ます。 （キーボー
ド に付属のハブなどは使用でき ません）

＜製品の保管、 メ ンテナンス＞

長時間直射日光に当たる場所には置かないで く だ さい。

湿気が多い場所では、 LCD のバッ ク ラ イ ト が劣化し、 輝度が低下する こ とがあ り ます。 （LCD 付
きモデル）

湿気の少ない場所で使用、 保管し て く ださい。

清掃する場合、 シンナー等の溶剤や揮発油は使用し ないで く だ さい。

変形 ・ 変色 ・ 割れ等を生じ、 機能を損な う 恐れがあ り ます。 薄めた中性洗剤を柔らかい布に含
ませ、 軽 く 拭き あげて く ださい。

＜製品の廃棄＞

本製品やその付属品を廃棄する場合は、 許可を受けた産業廃棄物処分業者に依頼し て く だ さい。

許可を受けていない者が処分し た場合、 法律によ り 罰せられます。
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日本、 ア メ リ カ合衆国、 カナダ、 オース ト ラ リ ア、 ニュージーラ ン ド、 EU （欧州連合）、 マレーシア、 イ
ン ド ネシア
※上記以外の国 ・ 地域では、 Bluetooth 付きモデルを使用する こ と はでき ません。

Bluetooth についての警告 ・ 注意 （Bluetooth 付きモデル）

警告
医療機器の近 く で使わないで く だ さい。 医療用電気機器に影響を与える恐れがあ り ますので、
医療機関の屋内では使用し ないで く だ さい。

心臓ペース メ ーカーの装着部位から 22cm 以上離し て使用し て く だ さい。

電波によ り ペース メ ーカーの動作に影響を与え る恐れがあ り ます。

自動ド ア、 火災報知器などの自動制御機器の近 く では使用し ないで く だ さい。

電波が影響を及ぼし、 誤動作によ る事故の原因と な る恐れがあ り ます。

次の場所では事故を引き起こす恐れがあ り ますので、 本製品を使用し ないで く だ さい。

電車内、 航空機内、 引火性ガスの発生する場所。

注意
通信距離は、 本製品と Bluetooth 機器との間に障害物 （人体、 金属、 壁など） がある場合や電波
状態によ って異な り ます。

参照 ： P.vi Bluetooth の特性について （Bluetooth 付きモデル）

本製品は、 アンテナが内蔵されています。 接続する Bluetooth 機器と本製品のアンテナとの間に
障害物が入らないよ う にする こ と で、 Bluetooth 通信の感度は向上し ます。 接続する機器のアン
テナ部と、 本製品内蔵アンテナ部との間に障害物などがある場合、 通信距離が短 く な り ます。

Bluetooth 通信は以下の状況において、 通信感度に影響を及ぼすこ とがあ り ます。

-本製品と Bluetooth 機器の間に人体や金属、 壁などの障害物がある場合

-無線 LAN が構築されている場所や、 電子レンジを使用中の周辺、 その他電磁波が発生し ている
場所など

Bluetooth 搭載機器と無線 LAN （IEEE802.11b/g） は同一周波数帯 （2.4GHz） を使用するため、 無
線 LAN を搭載し た機器の近辺で使用する と、 電波干渉が発生し、 通信速度の低下、 雑音や接続
不能の原因になる場合があ り ます。
通信状態が良 く ないと きは、 以下を行って く だ さい。

-本製品と Bluetooth 機器をできるだけ近付ける。

-無線 LAN を搭載し た機器を本製品からできるだけ離す。

-それでも通信状態が向上し ない場合は、 周辺にある無線 LAN 搭載機器の電源を切る。

Bluetooth 通信が途絶し た場合に、 車両の異常や事故につながる恐れがある作業は、 USB ケーブ
ルを使用し てパソ コ ン と接続し て く だ さい。

Bluetooth 通信時に情報の漏洩が発生し ま し ても、 弊社と し ては一切の責任を負いかねますので、
あらかじめご了承 く だ さい。

Bluetooth 付きモデルを使用できる国 ・ 地域
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通信距離は、 本製品と Bluetooth 機器と の間に障害物 （人体、 金属、 壁など） があ る場合や電波状態に
よ って異な り ます。

＜参考＞セレガにおけるパソ コ ン との Bluetooth 通信可能エ リ ア

Microsoft、 Windows®、 Internet Explorer および Windows 10、 Windows 8.1、 Windows 7 は、 米国 Microsoft 
Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

Bluetooth® は、 Bluetooth SIG,Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

SD メ モ リーカー ド TM および SDHC メ モ リーカー ド TM は、 パナソニ ッ ク株式会社、 米国 SanDisk 社、
株式会社東芝の登録商標です。

その他、 記載されている製品名および会社名は、 各社の商標または登録商標です。

TRON、 iTRON および μiTRON は特定の商品ないしは商品群を指す名称ではあ り ません。

TRON は "The Real-time Operating System Nucleus" の略称です。

μiTRON は "Micro Industrial TRON" の略称です。

Bluetooth の特性について （Bluetooth 付きモデル）

注意

このエ リ アは、 あ く までも参考であ り、 動作保証する ものではあ り ません。
周辺環境によ っては、 通信できない場合があ り ます。

商標等について

T01867J
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1 ご使用の前に

ご使用の前に、 以下に示す構成品がすべて揃っている こ と をご確認 く ださい。

セ ッ ト 品番 ： 95171-0102* 　 （LCD な し、 Bluetooth な し）
95171-0103* 　 （LCD 付き、 Bluetooth な し）
95171-0104* 　 （LCD な し、 Bluetooth 付き）
95171-0105* 　 （LCD 付き、 Bluetooth 付き）

1-1 製品の構成

構成品

No. 品名 外観図 品番 個数

1 本体
LCD な し

- 1

LCD 付き

2 データ リ ン クケーブル 95171-1243* 1

3 USB ケーブル 95171-1011* 1

4 USB スペーサ 95171-1302* 1

5 取扱説明書 （本書） - 1

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

製品の品番末尾は * で記載し ています。 お問い合わせの際は、 9 桁目までの品番と製品名でご照会 く
ださい。

T01866Z

T01856Z

T01857Z

T01871Z

T02747Z
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本製品の本体各部の名称は、 以下の とお り です。

1-2 各部の名称

T02509J
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本製品を使用するために必要なセ ッ ト ア ッ プを行います。

本製品をご使用にな るには、 以下の動作環境を満たすパソ コ ンが必要です。

･ OS ：
Microsoft Windows 7 （SP1） （32bit、 64bit） 日本語版
Microsoft Windows 8.1 （32bit、 64bit） 日本語版
Microsoft Windows 10 （32bit、 64bit） 日本語版

･ USB 2.0 イ ン ターフ ェース標準搭載

･ イ ン ターネ ッ ト エ ク スプローラ 11.0 以上がイ ン ス ト ールされている こ と

･ イ ン ターネ ッ ト に接続でき る こ と （ADSL 以上推奨）

最新情報は以下のウ ェブサイ ト で確認し て く ださい。
http://www.ds3.denso.co.jp/dst-i/dst-i.html

1-3 セ ッ ト ア ッ プ

必要なパソ コ ン動作環境

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

本製品を イ ン ターフ ェース と し て使用する場合、 パソ コ ン側ソ フ ト ウ ェ ア （HinoDX） の動作環
境も満足する必要があ り ます。



1  ご使用の前に

- 4 -

本製品をご使用にな るには、 以下のセ ッ ト ア ッ プが必要です。

パソ コ ンへの DST-i セ ッ ト ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール （すべてのモデル）

本製品と パソ コ ンを USB ケーブルまたは Bluetooth 通信で接続するのに必要な専用 USB ド ラ イバや設
定ユーテ ィ リ テ ィ （DST-i コ ンフ ィ グレーシ ョ ンツール） などをパソ コ ンにイ ン ス ト ールし ます。

参照 ： P.5 パソ コ ンへの DST-i セ ッ ト ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール （すべてのモデル） （1 章 ご使用の前に
／セ ッ ト ア ッ プ）

DST-i 日野車用ソ フ ト のイ ンス ト ール （すべてのモデル）

本製品に DST-i 日野車用ソ フ ト のイ ン ス ト ールを行います。
DST-i 日野車用ソ フ ト を入手するには、 別途 「DST-i 日野車用ソ フ ト ラ イセン ス証」 が必要にな り ます。

参照 ： P.5 DST-i 日野車用ソ フ ト のイ ンス ト ール （すべてのモデル） （1 章 ご使用の前に／セ ッ ト ア ッ プ）

パソ コ ンへの Bluetooth ド ラ イバのイ ンス ト ールとペア リ ング （Bluetooth 付きモデル）

Bluetooth 付きモデルの場合、 本製品と パソ コ ンを Bluetooth 通信で接続するには、 パソ コ ンへの
Bluetooth ド ラ イバのイ ン ス ト ールが必要です。
また、 パソ コ ン と本製品のペア リ ング も行 う 必要があ り ます。

必要なセ ッ ト ア ッ プ

注意

パソ コ ンへの DST-i セ ッ ト ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ールが完了するまで、 本製品とパソ コ
ンを USB ケーブルで接続し ないで く だ さい。

パソ コ ンに DST-i セ ッ ト ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アを イ ンス ト ールする際には、 Administrator （管理者）
権限でログイ ン し、 起動中のアプ リ ケーシ ョ ンはすべて終了し てから イ ンス ト ールし て く だ さい。

DST-i 日野車用ソ フ ト を イ ンス ト ールする際は、 USB ケーブルを使用し て本製品とパソ コ ンを接
続し た状態で作業を行って く だ さい。
Bluetooth 通信でのイ ンス ト ールは行わないで く だ さい。

Bluetooth を使用する場合、 Microsoft® Windows® operating system 標準の Bluetooth ド ラ イバを使用
する こ と を推奨し ます。

市販されているすべての Bluetooth モジュールおよび Bluetooth 付き情報端末 （パソ コ ン、 携帯電
話等） との接続を保証する ものではあ り ません。

Bluetooth モジュールは、 Bluetooth のロゴマーク表示がある Bluetooth 規格 2.0 に準拠し た製品を
お使い く だ さい。

本製品とペア リ ングできる Bluetooth モジュールおよび Bluetooth 付き情報端末は最大 8 台です。
9 台目とペア リ ングをする と、 1 台目とのペア リ ングが解除されます。
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本製品と パソ コ ンを USB ケーブルまたは Bluetooth 通信で接続するには、 パソ コ ンへの DST-i セ ッ ト ア ッ
プソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ールが必要です。

1. 下記のダウンロー ドサイ ト にアクセス し、 画面の指示に従ってイ ンス ト ールを行って く だ さい。

http://www.ds3.denso.co.jp/dst-i/hino/setup/

本製品に DST-i 日野車用ソ フ ト のイ ン ス ト ールを行います。
DST-i 日野車用ソ フ ト を入手するには、 別途 「DST-i 日野車用ソ フ ト ラ イセン ス証」 が必要にな り ます。

1. 「DST-i 日野車用ソ フ ト ラ イセンス証」 （別売） に記載されているダウンロー ドサイ ト にアクセス

し ます。

2. 「DST-i 日野車用ソ フ ト ラ イセンス証」 に記載されているアクセスキーを入力し てログイ ン し ま

す。

3. DST-i 日野車用ソ フ ト イ ンス ト ール要領書をダウンロー ド し て、 要領書に従ってイ ンス ト ールし

ます。

パソ コンへの DST-i セ ッ ト ア ッ プソ フ ト ウェ アのインス ト ール （すべてのモデル）

DST-i 日野車用ソ フ ト のイ ンス ト ール （すべてのモデル）

注意

DST-i 日野車用ソ フ ト を イ ンス ト ールする際は、 USB ケーブルを使用し て本製品とパソ コ ン
を接続し た状態で作業を行って く だ さい。
Bluetooth 通信でのイ ンス ト ールは行わないで く だ さい。
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本製品と車両と の接続には、 データ リ ン ク ケーブルを使用し ます。
車両側の診断コネ ク タの位置については、 車両の修理書にて確認し て く ださい。

1. 先に本製品とデータ リ ン クケーブルを接続し ます。

2. 次にデータ リ ン クケーブルを車両側の診断コネク タに接続し ます。

1-4 接続

車両との接続

注意

手順 1 と手順 2 の接続は順番通り に行って く だ さい。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

本製品と車両との接続後にモー ド スイ ッ チを ON にする こ と で、 本製品の電源が ON にな り
ます。

T02932J
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本製品と パソ コ ン と の接続には、 USB ケーブルを使用し ます。

パソ コ ン との接続

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

本製品とパソ コ ン との接続後にモー ド スイ ッ チを ON にする こ と で、 本製品の電源が ON にな り ま
す。

パソ コ ン と USB 通信が確立する と、 本製品のパソ コ ン通信 （USB） イ ンジケータが緑に点灯も し く
は点滅し ます。

Bluetooth 付きモデルで Bluetooth 通信によ ってパソ コ ン と接続する場合は、 USB ケーブルでの接続
は必要あ り ません。

Bluetooth 通信によ ってパソ コ ン と接続する場合は、 DST-i コ ン フ ィ グレーシ ョ ンツールによ って通
信設定する必要があ り ます。

パソ コ ン と Bluetooth 通信が確立する と、 本製品のパソ コ ン通信 （Bluetooth） イ ンジケータが青に点
灯も し く は点滅し ます。

Bluetooth 付きモデルをパソ コ ン と USB ケーブルで接続する と、 パソ コ ン との通信は USB 通信が優
先されます。

USB 通信を行っている状態から Bluetooth 通信へ変更する場合は、 HinoDX を終了させた状態で USB
ケーブルを取り外し て く だ さい。

注意

ご使用のパソ コ ンへ USB ケーブルを接続する前に、 パソ コ ンへ DST-i セ ッ ト ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アを
イ ンス ト ールする必要があ り ます。

参照 ： P.5 パソ コ ンへの DST-i セ ッ ト ア ッ プ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール （すべてのモデル） （1 章 ご使用の前に／
セ ッ ト ア ッ プ）

パソ コ ンから十分な電源供給ができない場合には、 ご購入店も し く は最寄りの株式会社デン ソーソ
リ ューシ ョ ンにご相談 く だ さい。

T01918J
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本製品は、 SD メ モ リ ーカード ス ロ ッ ト に SD メ モ リ ーカード を差し込んで使用する こ と ができ ます。
SD メ モ リ ーカード は、 ソ フ ト ウ ェアのイ ン ス ト ールや、 車両データの保存に使用する こ と があ り ます。

SD メ モ リーカー ド を差し込む場合

1. 本製品のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

2. SD メ モ リーカー ドの切り欠き部分を右側にし て 「カチ ッ」 と音がするまで静かに差し込みます。

SD メ モ リーカー ド を取り出す場合

1. 本製品のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

2. SD メ モ リーカー ド を軽 く 押し込みます。

3. SD メ モ リーカー ドが少し押し出されますので、 静かに引き出し ます。

1-5 SD メ モ リーカー ド

SD メ モ リーカー ドの差し込み／取り出し

注意

SD メ モ リーカー ド を使用する機能は、 お使いのソ フ ト ウ ェ アによ り機能の有無が異な り ます。
機能の有無および使用方法は、 ソ フ ト ウ ェ アの取扱説明書を参照し て く だ さい。

SD メ モ リーカー ドは、 SD メ モ リーカー ド または SDHC メ モ リーカー ド をお使い く だ さい。

本製品は、 SDXC メ モ リーカー ド には対応し ていません。

SD メ モ リーカー ドは、 SD のロゴマーク表示がある SD 規格に準拠し た製品をお使い く だ さい。
以下のメ ーカーの SD メ モ リーカー ドの使用を推奨し ます。
パナソニ ッ ク、 サンデ ィ スク、 東芝

すべての SD メ モ リーカー ド での動作保証はいた しかねます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

SD メ モ リーカー ド側面のノ ッ チが 「LOCK」 の位置にある場合、 ラ イ ト プロテ ク ト （書き込
み禁止） 機能によ りデータの保存や削除ができません。 必ずラ イ ト プロテ ク ト 機能を解除し
てお使い く だ さい。

T02085J
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2 基本的な操作

1. 本製品にデータ リ ン クケーブルを接続し ます。

参照 ： P.6 車両との接続 （1 章 ご使用の前に／接続）

2. 車両側の診断コネク タにデータ リ ン クケーブルを接続し ます。

参照 ： P.6 車両との接続 （1 章 ご使用の前に／接続）

3. 本製品とパソ コ ンを USB ケーブルで接続し ます。

参照 ： P.7 パソ コ ン との接続 （1 章 ご使用の前に／接続）

2-1 起動

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車両のキースイ ッ チが LOCK になっている こ と を確認し て く だ さい。

注意

手順 1 と手順 2 の接続は順番通り に行って く だ さい。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

LCD 付きモデルでパソ コ ンを使用し ない場合は、 USB ケーブルでの接続は必要あ り ません。

Bluetooth 付きモデルで Bluetooth 通信によ ってパソ コ ン と接続する場合は、 USB ケーブルで
の接続は必要あ り ません。

T02762Z
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4. 本製品のモー ド スイ ッ チを ON にし ます。

5. 車両のキースイ ッ チを ON にし ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

モー ド スイ ッ チを ON にする と、 本製品の電源イ ンジケータが緑に点灯し ます。

ｱﾄﾞﾊﾞｲｽ

車両のキースイ ッ チが OFF または ACC の状態では、 車両と通信する こ とができません。 本
製品を使用する際は、 キースイ ッ チを ON またはエンジンを始動させて く だ さい。

T01864J

T02763Z
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1. HinoDX または DST-i 日野車用ソ フ ト で車両との通信を終了させます。

2. 本製品のモー ド スイ ッ チを OFF にし ます。

3. 車両のキースイ ッ チを OFF にし ます。

4. USB ケーブルを本製品とパソ コ ンから取り外し ます。

5. 車両側の診断コネク タからデータ リ ン クケーブルを取り外し ます。

6. 本製品からデータ リ ン クケーブルを取り外し ます。

2-2 終了

注意

アク テ ィ ブテス ト 中に本製品のモー ド スイ ッ チを OFF にし た り、 データ リ ン クケーブルを
取り外し た りする と、 アクチュエータが駆動状態のままになる場合があ り ます。 必ずアク
テ ィ ブテス ト を終了させてから、 終了処理し て く だ さい。

注意

データ リ ン クケーブルを車両側の診断コネク タから取り外すと きは、 車両のキースイ ッ チを OFF
にし てから行って く だ さい。

手順 5 と手順 6 の取り外しは順番通り に行って く だ さい。
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3 イ ンジケータ

本製品のイ ンジケータが表す内容は以下の とお り です。

電源イ ンジケータ

電源の状態を表示し ます。
電源が ON の状態では緑に点灯し ます。

車両通信イ ンジケータ

車両と の通信状態を表示し ます。
通信中は緑に点滅し ます。

パソ コ ン通信 （Bluetooth） イ ンジケータ

パソ コ ン と の Bluetooth 通信状態を表示し ます。
通信中および待ち受け中は青に点滅し ます。

パソ コ ン通信 （USB） イ ンジケータ

パソ コ ン と の USB 通信状態を表示し ます。
通信中および待ち受け中は緑に点滅し ます。

エラー検出イ ンジケータ

エラー発生時は、 赤に点灯または点滅し ます。

SD メ モ リーカー ド イ ンジケータ

SD メ モ リ ーカード のア ク セス状態を表示し ます。
ア ク セス中は緑に点滅し ます。

3-1 イ ンジケータ

T01900J

T01917J
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4 製品仕様

*1 LCD 付きモデルのみ
*2 Bluetooth 付きモデルのみ
*3 対応ソ フ ト ウ ェ アを必要とする機能があ り ます。
*4 簡易電圧プローブ と ト リ ガーケーブルの同時使用はできません。
*5 USB 電源 （バスパワー） からの電源供給で本製品の電源は ON できますが、 車両と通信するには車両から

の電源供給が必要です。

4-1 本製品の仕様

項目 仕様

OS μiTRON

CPU 32bit RISC マイ コ ン

メ モ リ

内蔵 FLASH メ モ リ 16MB

SDRAM 16MB

EEPROM 32KB

LCD*1

サイズ 2.7 イ ンチ TFT カ ラー液晶

解像度 QVGA （320 × 240 ド ッ ト ）

表示色 最大 26 万色

入力装置 *1 操作キー 6 個

外部イ ン ターフ ェース *3

USB USB2.0 × 1

Bluetooth*2 Bluetooth 2.0

SD メ モ リーカー ド ス ロ ッ ト × 1 （SD、 SDHC メ モ リ ーカード対応）

DC ジャ ッ ク JEITA4 準拠タ イプ

車両通信

専用コネ ク タ （D-sub 25 ピン） × 1

ISO9141、 CAN、 J1850 （VPW）、 J1850 （PWM）、
J1708、 RS232C、 シ リ アル （5V）

計測機能 *3
簡易電圧計測 *4 1ch （0 ～ 32V LSB=0.1V）

ト リ ガーケーブル *4 1ch

内蔵時計 RTC （バッ ク ア ッ プ約 3 日）

本体電源電圧
車両電源 DC6.5 ～ 32V （データ リ ン ク ケーブル）

USB 電源 （バスパワー） DC4.75 ～ 5.25V *5

消費電力 通常 1.5W （12VDC）、 最大 2.5W （12VDC）

動作環境
使用温度 ［保存温度］ 0 ～ 50 ℃ ［-10 ～ 60 ℃］

使用湿度 35 ～ 85％ （結露な き こ と）

本体寸法 135mm （W） × 70mm （H） × 35mm （D）

本体重量

LCD な し、 Bluetooth な し モデル 約 198g

LCD な し、 Bluetooth 付きモデル 約 201g

LCD 付き、 Bluetooth な し モデル 約 225g

LCD 付き、 Bluetooth 付きモデル 約 228g
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5 保証

1. セ ッ ト の保証期間は、 お買い上げ後 2 年間です。 （本体のみでア ク セサ リ ー類は対象外）

2. 保証期間内に正常な使用状態で故障し た場合にのみ、 無償修理いた し ます。

3. 保証期間内でも、 次のよ う な場合は有償修理と な り ます。

･ 火災、 天災によ る故障または損傷の場合。

･ お買い上げ後の輸送や移動時の落下等、 お取 り 扱いが不適当だったために生じ た故障または損傷の
場合。

･ 本書に記載の使用方法や注意事項に反するお取 り 扱いによ って生じ た故障または損傷の場合。

･ 改造やご使用の責任に帰する と認められる故障または損傷の場合。

･ 樹脂ケース等の外装部品の交換。

4. 本製品の故障または使用上生じ た直接および間接の損害については、 弊社はその責任を負いません。

5. 修理依頼については、 ご購入店も し く は最寄 り の株式会社デン ソーソ リ ューシ ョ ンにお問い合わせ く
ださい。

データ保全について
修理を依頼される場合、 本製品に記録されたデータが失われる こ と があ り ます。 データが失われた場合
でも、 弊社はそれに伴 う 損害やデータの保全などの責任を一切負いかねますのでご了承 く ださい。

5-1 保証
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Regulatory Information to user

MODEL : DN-VIM-002

1. 

2. EMC and Radio Regulation in U.S.A.
Model with Bluetooth, Model without Bluetooth
FCC WARNING
Changes or modifications not expressly approved by the party responsible for compliance could void the user’s authority to 
operate the equipment.

NOTICE: This device has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, pursuant to part 15 of 
the FCC Rules.
These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the device is operated in a 
commercial environment.
This device generates, uses, and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the 
instruction manual, may cause harmful interference to radio communications.
Operation of this device in a residential area is likely to cause harmful interference in which case the user will be required to 
correct the interference at his own expense.

NOTE
This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two conditions:
(1) this device may not cause harmful interference, and
(2) this device must accept any interference received, including interference that may cause undesired operation.

CAUTION: Radio Frequency Radiation Exposure
This device complies with FCC radiation exposure limits set forth for an uncontrolled environment and meets the FCC radio 
frequency (RF) Exposure Guidelines in Supplement C to OET65. This device has very low levels of RF energy that it 
deemed to comply without maximum permissive exposure evaluation (MPE). But it is desirable that it should be installed 
and operated keeping the radiator at least 20 cm or more away from person’s body (excluding extremities: hands, wrists, 
feet and ankles).

Co-location: This transmitter must not be co-located or operated in conjunction with any other antenna or transmitter.

Model with Bluetooth
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3. EMC and Radio Regulation in CANADA
Model with Bluetooth

4. EMC and Radio Directive in EU, EFTA
Model without Bluetooth

Harmonized Standards applied : EN 55011  (This product falls under group 1 and class A)
: EN 61000-6-2

Manufacturer
Name : DENSO CORPORATION
Address : 1-1 Showa-cho, Kariya-shi, Aichi-ken, 448-8661 Japan

Authorised representatives
Name : DENSO EUROPE B.V.

Sales & Service
+31-294-493-493
+31-294-417-122

Address : Hogeweyselaan 165, 1382 JL Weesp, the Netherlands

Model Name : DN-VIM-002
Radio Frequency : 2402-2480 MHz
Radio Output Power : +4 dBm max.

2014/30/EU

NOTE
Operation is subject to the following two conditions:
(1) this device may not cause interference; and
(2) this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of the device.
This device complies with IC radiation exposure limits set forth for an uncontrolled environment and meets RSS-102 of the 
IC radio frequency (RF) Exposure rules. 
This device has very low levels of RF energy that it deemed to comply without maximum permissive exposure evaluation 
(MPE). But it is desirable that it should be installed and operated keeping the radiator at least 20 cm or more away from 
person's body (excluding extremities: hands, wrists, feet and ankles).

Co-location: This transmitter must not be co-located or operated in conjunction with any other antenna or transmitter.

L’opération est soumise aux deux conditions suivantes:
(1) Ce périphérique ne peut être la cause d’interférence, et
(2) Ce périphérique se doit d’accepter toute(s) interférense(s), y compris celle(s) susceptible(s) de provoquer des
      opérations indésirables dans le cadre de son fonctionnement.
Cet équipement est en conformité avec les limites d’exposition aux rayonnements IC précédemment énoncées dans un 
environnement non contrôlé et répond aux règles d’exposition aux radiofréquences (RF) IC définies par RSS-102. Parce
qu’il bénéficie de très faibles niveaux d’énergie RF, cet équipement a été jugé conforme sans qu’il soit nécessaire de 
procéder à une évaluation de l’exposition permissive maximale (MPE).
Toutefois, il est recommandé que cet équipement soit installé et opéré en prenant soin que le radiateur soit à une distance
minimum de 20 cm de toute personne se trouvant dans sa périphérie (à l’exclusion des extrémités corporelles suivantes: 
mains et poignets et, pieds et chevilles).

Co-implantation: Cet émetteur ne doit pas être co-implanté ou exploité conjointement avec une autre antenne ou émetteur.
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3. EMC in KOREA
Model without LCD and Bluetooth

: DENSO CORPORATION
: Diagnostic Tester (DN-VIM-003)
: DENSO CORPORATION/
: KCC-REM-DKR-DN-VIM-003
: Refer to serial number on product.
  For more information please contact DENSO INTERNATIONAL KOREA CORPORATION.

Regulatory Information to user

MODEL : DN-VIM-003

1. 

2. EMC and Radio Regulation in U.S.A.
Model with Bluetooth, Model without Bluetooth
FCC WARNING
Changes or modifications not expressly approved by the party responsible for compliance could void the user’s authority to 
operate the equipment.

NOTICE: This device has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, pursuant to part 15 of 
the FCC Rules.
These limits are designed to provide reasonable protection against harmful interference when the device is operated in a 
commercial environment.
This device generates, uses, and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance with the 
instruction manual, may cause harmful interference to radio communications.
Operation of this device in a residential area is likely to cause harmful interference in which case the user will be required to 
correct the interference at his own expense.

NOTE
This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two conditions:
(1) this device may not cause harmful interference, and
(2) this device must accept any interference received, including interference that may cause undesired operation.

CAUTION: Radio Frequency Radiation Exposure
This device complies with FCC radiation exposure limits set forth for an uncontrolled environment and meets the FCC radio 
frequency (RF) Exposure Guidelines in Supplement C to OET65. This device has very low levels of RF energy that it 
deemed to comply without maximum permissive exposure evaluation (MPE). But it is desirable that it should be installed 
and operated keeping the radiator at least 20 cm or more away from person’s body (excluding extremities: hands, wrists, 
feet and ankles).

Co-location: This transmitter must not be co-located or operated in conjunction with any other antenna or transmitter.

Model with Bluetooth
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4. EMC and Radio Regulation in CANADA
Model with Bluetooth

5. EMC and Radio Directive in EU, EFTA
Model without Bluetooth

Harmonized Standards applied : EN 55011  (This product falls under group 1 and class A)
: EN 61000-6-2

Model with Bluetooth

Manufacturer
Name : DENSO CORPORATION
Address : 1-1 Showa-cho, Kariya-shi, Aichi-ken, 448-8661 Japan

Authorised representatives
Name : DENSO EUROPE B.V.

Sales & Service
+31-294-493-493
+31-294-417-122

Address : Hogeweyselaan 165, 1382 JL Weesp, the Netherlands

Model Name : DN-VIM-003
Radio Frequency : 2402-2480 MHz
Radio Output Power : 20 dBm max.

2014/30/EU

Harmonized Standards applied : EN 300 328 V2.1.1
2014/53/EU

NOTE
Operation is subject to the following two conditions:
(1) this device may not cause interference; and
(2) this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of the device.
This device complies with IC radiation exposure limits set forth for an uncontrolled environment and meets RSS-102 of the 
IC radio frequency (RF) Exposure rules. 
This device has very low levels of RF energy that it deemed to comply without maximum permissive exposure evaluation 
(MPE). But it is desirable that it should be installed and operated keeping the radiator at least 20 cm or more away from 
person's body (excluding extremities: hands, wrists, feet and ankles).

Co-location: This transmitter must not be co-located or operated in conjunction with any other antenna or transmitter.

L’opération est soumise aux deux conditions suivantes:
(1) Ce périphérique ne peut être la cause d’interférence, et
(2) Ce périphérique se doit d’accepter toute(s) interférense(s), y compris celle(s) susceptible(s) de provoquer des
      opérations indésirables dans le cadre de son fonctionnement.
Cet équipement est en conformité avec les limites d’exposition aux rayonnements IC précédemment énoncées dans un 
environnement non contrôlé et répond aux règles d’exposition aux radiofréquences (RF) IC définies par RSS-102. Parce
qu’il bénéficie de très faibles niveaux d’énergie RF, cet équipement a été jugé conforme sans qu’il soit nécessaire de 
procéder à une évaluation de l’exposition permissive maximale (MPE).
Toutefois, il est recommandé que cet équipement soit installé et opéré en prenant soin que le radiateur soit à une distance
minimum de 20 cm de toute personne se trouvant dans sa périphérie (à l’exclusion des extrémités corporelles suivantes: 
mains et poignets et, pieds et chevilles).

Co-implantation: Cet émetteur ne doit pas être co-implanté ou exploité conjointement avec une autre antenne ou émetteur.
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6. Radio Regulation in MALAYSIA
Model with Bluetooth
Model name
Manufacturer

: DN-VIM-003
: DENSO CORPORATION

8. Environmental Regulation in CHINA
Table of toxic or hazardous substances contained in this product for "Management Methods for Controlloing Pollution by 
Electronic Information Products (China RoHS)".

7. Radio Regulation in INDONESIA
Model with Bluetooth

33991/SDPPI/2014
3886
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